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〒345-0801埼玉県宮代町百間5-6-6 
業務時間：月～日 11：00～20：00 ＴＥＬ：050-3692-1983 



１ メールや電話で留学相談はもちろん無料出張カウンセリングも行います！
アメリカ留学支援サイトは、語学学校手配手続き「無料」を徹底する為、経費を最小限に抑えるようオフィスは埼玉県の郊外にありま
す。 東京、埼玉のお客様には、直接カウンセラーと留学相談ができるよう、無料出張カウンセリングを行っております。下記のエリア
内であればどこでも駆けつけ、直接留学相談が難しいお客様には、メール・電話による留学相談をご提供させていただいております。

■ 電 話： 050-3692-1983 
■ メ ー ル： kurosawa@americaryugaku.info
■ スカイプ： America Ryugaku

無料出張留学相談カウンセリング対象エリア
東京：23区
埼玉：川口市・蕨市・戸田市・春日部市・草加市・越谷市・久喜市・幸手市・宮代町

2 留学のプロが、あなただけのオーダーメイド留学を作成！
アメリカ留学支援サイトのカウンセラーは、現地の語学学校で学生アドバイザーをしていた留学のプロです。 現地留学生の生活支援
や進学相談、ＶＩＳＡ相談などをしていたので、お客様の意見や目標に合ったプランを提案し、他社にはできないオリジナルのオーダー
メイドプランを作成します。
また、お客様のほうで興味のある学校がありましたら、その学校へコンタクトをとらせて頂きます。

3 留学に必要な費用を細かく表示！
アメリカ留学支援サイトでは、学校や滞在先、ＶＩＳＡ申請（長期留学のみ）など留学に必要な支払いを全て表示してお見積書を作成い
たします。 また、現地での交通費や生活費など、平均的にかかる費用など留学前から帰国後までに総額でいくら掛かるのか事前に
お伝えするので安心して留学生活を送れます。

4 充実の無料サポートサービス！
アメリカ留学支援サイトでは提携校への長期語学留学・短期語学留学・お稽古留学の手配手続きは、コース期間の長さに関係なく、
無料でご提供しています。 また、 留学カウンセリングはもちろんのこと、学校の見積もり作成、入学手続き代行、航空券予約手続き、
留学中のサポートなども留学に必要なサポートは全て「無料」でご提供しています。

無料サポートサービス

5 なんといっても最低価格保証！
アメリカ留学支援サイトでは、アメリカ各地の提携校から運営費をいただいております。その為、提携校への留学でしたら最低価格保
証が出来るのです。 同じ学校・期間・サービスで万が一他社より高額な場合、ご相談ください。

提携校一例

アメリカ留学支援サイトが選ばれる５つの理由！

・留学相談（カウンセリング） ・お見積もり ・語学学校への入学手続代行 ・海外送金代行 ・滞在先の手配
・現地出迎えサービスの手配 ・航空券手配 ・ビザ書類作成 ・申請代行 ・留学生保険加入手続き ・現地滞在中の相談

・Mentor Language Institute ・Language Systems International ・FLS International ・Rosemead College of English ・Rennert
・ASA College ・ZONI Language Center ・AOI College of Languages ・TCS International ・EC ・Bell Language School
・Advance English Academy ・Institute of Intensive English ・Michigan Language Center ・CEL College of English Language
・Cal America Education Institute ・POLY Languages Institute ・ALCC など

mailto:kurosawa@americaryugaku.info


志望する地域、予算、期間、目的、入学時期、滞在方法（ホームステイ・学生寮）などから学校や滞在先を提案いたします。学校・滞在
先が決まれば、申込書・請求書をお送りするので、下記「必要書類」と一緒に当社へお送り下さい。

＊学校選びのポイントは「アメリカ語学学校選び」をご確認ください。

■必要書類

長期留学（90日以上の留学・週18時間以上のコースの場合）の方は必ず学生ビザ申請が必要になります。
ビザ面接前までに必ず下記書類を揃えて下さい。＊面接日程は事前に候補日をお聞きします。

■必要書類

当社で用意する書類と合わせて大使館で面接を受けてください。面接時に合否が決まります。
＊「ビザ申請書類の順番」をご確認ください。

面接後、1週間～2週間で学生ビザ付きのパスポートが郵送されます

海外傷害保険や航空券の手配は、必ずビザ取得後に手続きください。当社で手続きする場合は、事前にお知らせください。
＊ご自身で航空券を手配される場合は、必ず便名、到着日をお知らせください。

また、現地での生活準備はもちろんのこと、住民票や国民健康保険、20歳以上の方は国民年金など留学中にどのようにするか考え
るのも必要です。

長期留学までのステップ（語学学校）

学校の決定 / 滞在先の決定

・申込書 ・パスポートコピー ・財政証明コピー（英文） ・成績証明書コピー（英文） ・写真データ

＊詳しくはビザ必要書類詳細一覧をご確認ください。
＊一部の語学学校ではＴＯＥＦＬスコアなど英語力の証明が必要になる場合があります。

学生ビザ（Ｆ－１ビザ）申請のための書類を揃える

・パスポート ・財政証明原本（英文） ・成績証明書原本（英文） ・写真

※財政証明の名義人がビザ申請者本人でなくご家族（父、母、配偶者、祖父母などの場合）は本人との続柄を証明するために「戸籍
謄本の原本」と「英訳」が必要です。

■その他必要書類（当社で用意いたします）

・DS-160確認ページ ・ビザ申請料金領収書 ・I-20 ・I-901 SEVIS費確認書 ・面接予約確認書 ・クリアファイル

大使館での面接

学生ビザ付きのパスポートを受領

海外障害保険の手続き / 航空券の手配

出 発

渡米2ヶ月～6ヶ月前

渡米1ヶ月～3ヶ月前

渡米1ヶ月～2ヶ月前



・パスポート / パスポートコピー
現在有効なパスポートおよび過去10年間に発行された古いパスポート。古いパスポートを紛失した場合は、現在有効なパスポートだ
けでかまいません。

・財政証明原本（英文、ドル表示） / 財政証明コピー
銀行または郵便局の残高証明や給与明細書等、一切の費用をまかなう証明となるもの。F1ビザ申請者で複数年留学予定の方は、最
初の1年分がまかなえる財政証明が必要になります。
＊残高証明書（英文、ドル表示）は銀行又は郵便局に依頼して下さい。

＊残高証明書の名義人がビザ申請者本人でなくご家族（父、母、配偶者、祖父母などの場合）は本人との続柄を証明するために戸籍
謄本の原本と英訳が必要です。

・成績証明書原本（英文） / 成績証明書コピー
卒業後の年数に関係なく最終学歴の3年分の成績証明書を日本あるいは米国以外の学校から入手し提出してください。最終の学校
が3年に満たない場合は、その前の学校の成績証明書も合わせて提出して下さい。成績証明書は卒業後の年数に関係なく必要です。
＊成績証明は最終学歴の学校に依頼して下さい。

・写真データ
背景は無地で白または淡い色で、最近6ヶ月以内に撮影されたカラー写真１枚(白黒不可）。頭部(頭上から顎の下まで)は25mm〜
35mm で、顔を写真の中央に置き正面に向けて撮影しているもの。デジタルカメラやスマートフォンなどで撮影しメールで弊社へお送り
ください。また、写真を直接お送りいただければ、こちらで編集します。
＊DS-160確認ページに必要になります。

メール：kurosawa@americaryugaku.info

・写真
5cm x 5cm。背景は無地で白または淡い色で、最近6ヶ月以内に撮影されたカラー写真１枚(白黒不可）。頭部(頭上から顎の下まで)は
25mm〜35mm で、顔を写真の中央に置き正面に向けて撮影しているもの。

下記の順番に並べ、クリアファイルに入れ提出してください。

ビザ必要書類一覧

②

写真は左上に上下逆になるようノリ、又はテープで

貼ってください。ホッチキスでは止めないで下さい。

① パスポート

DS-160確認ページ ＆ 写真 ＆ ビザ申請料金領収書

I-20 ・ I-901 SEVIS費確認書 ・エッセイ（任意）

④ 成績証明書（英文） ・財政証明（英文、ドル表示）

⑤ 面接予約確認書

ビザ申請書類の順番

mailto:kurosawa@americaryugaku.info


語学留学とは
日本国内でも英語の勉強はできるが、実際に英話を話したりする機会が少なく、なかなか上達しない方も
多いはず。語学留学となると、現地の語学学校で英語を学び、即実践できる。そういった貴重な体験がで
きるのが語学留学の最大のメリットといえる。また、語学学校には大きく分けて大学付属と私立の２種類だ。

語学留学を通して将来の可能性を探る
語学留学には多くの可能性が広がっている。英語が話せるようになるだけではなく、異国の地で様々なこ
とを経験することでグローバルに成長することができるのだ。色々な国の外国人と友達になれるし、友達
ができる事で各諸外国に人脈が広がる可能性もある。留学期間中に経験した事は将来かけがえのない
ものになるはずだ。

仕事や生活に役立つ「英語力」を習得
将来アメリカ（海外）で仕事をしたいというのであれば、留学中に現地での就職状況をキャッチしたり、インターンなどで人脈を作ること
ができる。もちろん英語力は必須になるが、留学中に語学力をアップすれば道は広がるはずだ。

グローバルな価値観を習得
語学学校には、世界中からいろいろな人が集まってくる。アメリカにいながらヨーロッパやアジアのたちと出会うことができるため、いろ
いろな価値観や文化を知ることができる。まさにグローバルな価値観を習得できるのだ。

海外生活を体験
海外での生活をはじめるには、語学留学からはじめるのがいいだろう。午前中は語学学校に通い、午後は自分の好きなことに挑戦し
たり、スポーツ観戦や美術館めぐり、映画を見にいったりなど、現地での生活を生で体験できる。

入学資格
大学付属の語学学校も私立の語学学校でも入学資格は特別に設けていないため誰でも入ることができる。しかし、一部の学校やコー
スによって一定以上の英語力が問われるので注意が必要。

語学学校の授業
海外の語学学校は、日本の英会話学校とはすこし違うものだ。基本的な授業は「読む=Reading」「話す=Speaking」「聞く=Listening」「書
く=Writing」「文法=Grammar」の語学に必要な４つのスキルを勉強していく。また、クラスは6〜7つのレベルに分かれており、自分の英
語力にあったレベルからはじめることができるので初心者でも安心だ。

授業内容も工夫されている。たとえば、スピーキングのクラスでは、あるテーマについてみんなで論じたり、グループに別れて、ディス
カッションしたり、ディベートなどをして、自然に喋る力や聞く力が向上するようにしているのだ。

日本人のいる学校にこだわらない
都市の語学学校で日本人の少ない学校を探すのは難しい。もし、あったとしたら国籍の割合を制限しているか、日本人にとってあまり
よくない語学学校ということになる。中南米やヨーロッパ諸国の人達も勉強をしに来ているが語学学校で多いのはアジアの人（韓国人、
中国人、台湾人、日本人など）達だ。

大事なのは日本人同士の付き合い方は自分でコントロールすること。ずっと日本語を話していたのでは、海外にいても英語の上達は
望めないし、他国の人達から孤立してしまう可能性が高い。時には息抜きに日本語を話すことも必要かもしれないが節度を持って付
き合っていくことが大切だ。

「語学留学」実現までのスケジュール
留学するまでには様々な準備が必要になってくる。情報を収集からはじまり、学校を選び、出願。また、長期留学（3ヶ月以上の留学）
をする人はビザを申請しなければならない。そして、保険や飛行機の手配も必要になる。
短期留学の場合は少なくとも30日～3ヶ月、長期留学の場合は少なくとも3ヶ月～6ヶ月前から準備が必要になる。

なぜ海外留学をするのか？

語学学校を選ぶ前に知っておこう



語学学校の種類と特徴

大学付属語学学校
大学やコミュニティーカレッジが提供している英語プログラム（ESLプログラム）。であり、もともと大学
入学を目指す留学生のための英語研修プログラムとして設立されたもので普通の語学学校として誰
でも入学することは可能。アカデミックな英語を学ぶ事に重点を置いており、大学進学を考えている
方に適している。

特徴
留学生のための英語研修プログラムのため、単に英語力を向上させるだけではなく、大学教育で
必要なリーディング、ライティング、文法力やレポートの書き方やプレゼンテーションなどを身につ
けるクラスのほか、TOEFL、GRE、GMATなど、テスト対策を重視したクラスもある。学校によっては
コースの上級などに進むと、その大学へテストなしで進学できる。

メリット・デメリット
メリット
・大学の施設・設備を使うことができ、キャンパスライフを味わうことができる。
・キャンパスで行われているイベントなどにも参加することができ、ネイティブのアメリカ人と接触する機会が多い。
・進学カウンセリングなどもあるので、その大学に進学する人は安心して入学できる。
デメリット
・コースが大学の学期制にあわせて開講されているところが多いため、入学の時期が限られる。
・私立語学学校に比べ費用が少し高め。

こんな人に向いている
・真剣に語学力をしっかりアップしたい人
・大学や大学院などへの進学を考えている人

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・

私立語学学校（キャンパス型・都市型）
私立の語学学校はプライベートスクールのこと。大学のキャンパス内にある語学学校と、主に都市
の中心付近にある都市型の語学学校の２種類ある。基本的に誰でも入学することは可能。

特徴
学校の方針は様々。厳しいところもあるし、やさしいところもある。アカデミックな英語を学ぶ事に重点
を置くところもあるし、アクティビティーに力を入れているところもある。また、学費やコースも様々。自分
にあった学校選びが必要になってくる。

キャンパス型と都市型の違い
キャンパス型の場合、大学付属英語学校のように大学の施設・設備を使うことができ、キャンパスラ
イフを味わうことができる。都市型では、英語に慣れ親しむといった傾向が濃く、様々なコースがある。

メリット・デメリット
メリット
・コースが多様化していて、様々な選択が可能。
・アクティビティが充実しているところが多い。
・１、２期間の超短期留学～１年以上の長期留学や入学時期を選ばずに入学できる。
デメリット
・自分にあった学校選びが必要。
・学校により費用の差が大きい。

こんな人に向いている
一般英語コース＋＠アクティビティなど文化を楽しめるコースもたくさんあるので、楽しく語学を習得したい人におすすめ。
・真剣に語学力をしっかりアップしたい人
・大学の休みを利用して留学したい学生
・遊んで学ぶ遊学タイプの人
・費用を安く留学をしたい人



語学学校で提供されるコース

語学学校の授業ってどんなもの？
学校によって様々だが、一般的なものは、月～金までの週5日。１レッスンは40～50分ぐらいで、1日に３～４レッスン勉強する。授業は
全部英語。学校によっては学生同士の母国語禁止のところもある。１クラスの生徒数はたいてい少人数制で多くても８人～１５人ぐら
いが一般的。

学校の授業で生徒同志でディスカッションをさせたり、映画をみて感想を述べたりと、自主的な授業参加が求められる。語学学校には
様々なコースがあるので、午後にＴＯＥＦＬやビジネス英語などのクラスを取っている人もいる。

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・

一般英語コース・集中英語コース・ESLコース
学校によって英語コースの呼び方は様々、一般英語コース（General English Course）、集中英語コース（Intensive English Course）。ま
た、ESLコース（English as Second Language）とも呼ぶ。このコースは「読む=Reading」「話す=Speaking」「聞く=Listening」「書く=Writing」
「文法=Grammar」の語学に必要な４つのスキルを勉強していく。また、クラスは6〜7つのレベルに分かれている。
開講日にはクラス分けテストによって、その人にあったクラスが決められる。しかし、クラスが始まってからでも、自分にレベルが合って
いないと感じたら、カウンセラーに相談してクラスを変えてもらうこともできる。

最初はこういったコースからとることをおすすめ。上級レベル（レベル５、６、７）ではエッセイの書き方、プレゼンテーションの仕方、また
ＴＯＥＦＬ対策などのがあり、より授業の内容も進学に備えるものになってくる学校が多い。

サンプルスケジュール

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・

進学準備コース
このコースは、大学、コミュニティーカレッジなどへの進学を希望する人のためのコース。通常は大学
やコミュニティーカレッジの付属の語学研修機関（ESLクラス）で、その学校の入学を前提としているケ
ースが多い。学校によっては、このコースに受けながら、正規の学校の授業も選択することができる。

私立の語学学校でも提供している場合があり、提携大学やコミュニティーカレッジなどへの進学が
TOEFLスコアーなしで入学可能な場合もある。このコースでは一般英語コースの上級レベル（レベル５
、６、７）の授業と同じようにエッセイの書き方、プレゼンテーションの仕方、またＴＯＥＦＬ対策など進学
に備えるものになる。進学を目指さない人でも、アカデミックな英語力をつけたいという人にはおすすめ。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

9：00～10：00 リーディング
ボキャブラリー

リーディング
ボキャブラリー

リーディング
ボキャブラリー

リーディング
ボキャブラリー

リーディング
ボキャブラリー

10：20～11：20 リスニング
スピーキング

発音
発声

リスニング
スピーキング

発音
発声

リスニング
スピーキング

11：40～12：40 文法
ライティング

文法
ライティング

文法
ライティング

文法
ライティング

文法
ライティング



試験対策コース
試験対策コースは英語力判定試験のための受験準備コースのこと。このコースでは、過去の出題テスト
やテストの傾向に沿った問題を繰り返し学習する。グラマー、リスニング、ライティングなど本番と同じよう
に時間内で解き、何問正解できたかなど、実践的な授業内容になっていることが多い。受講するにあたっ
て、一定の英語力が必要。英語のキャリアアップや希望の大学に進学したいという人にはおすすめ。

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・

TOEFL（Test of English as a Foreign Language）
アメリカやカナダなどの高等教育機関に進学する場合にはこのTOEFLのスコアを要求される。内容はリス
ニング、リーディング、ライティング、スピーキング。コンピュータ上で受験をするTOEFL iBTが主流。評価
は0～120で表される。

一般的にはコミュニティーカレッジの入学条件としてTOEFL iBT 46～61 (TOEFL PBT 450～500点)程度
が求められ、大学の入学条件としてTOEFL iBT 61～80 (TOEFL PBT 500～550点)程度が求められる。

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・

GMAT（Graduate Management Admission Test）
ビジネススクール留学に必須の試験。内容は分析的思考力、数学能力、言語能力。
コンピューター・テストで評価は200～800で表される。

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・

専門英語コース
特定の職業に必要な英語のスキルを学ぶコース。ビジネス・秘書、旅行・航空会社、ホテル・レストラン、コンピューターなど、学校に
よって様々なコースがある。

たとえば、ビジネス英語の内容は、ビジネスで必要な文書の書き方や、電話の対応、交渉術など、実践的な内容が学べるようになっ
ている。受講するにあたって、一定の英語力が必要。
私立の語学学校に設けているケースが多く、受講期間も２週間程度のものから１２週ぐらいまである。キャリアアップを考えている人に
おすすめ。

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・

英語＋αコース
通常午前中に英語の学習、午後にアクティビティなどを組み合わせたコース。アクティビティの種類は豊
富で、ダンス、乗馬、テニス、ゴルフ、スキューバー、フラワーアレンジメント、料理など実に様々。
英語初心者の人でも自分の興味ある内容なら結構喋るものなので、語学上達も早い。楽しく英語を学べ
るのがこのコースの最大の特長だ。



語学留学の時期と期間

入学時期
私立の語学学校の場合は、毎週月曜日か月始めに入学するケースが多い。

大学付属の語学学校の場合は、３カ月ごと（春学期・夏学期・秋学期・冬学期）には入学できるケースがほとんど。また、夏休みには日
本や世界各国の学生が英語圏の国へ押し寄せるため、6～8月はハイ・シーズンになる。日本人の場合は2～3月などの春の時期もハ
イ・シーズンになる。これは大学生などが冬休みを利用して短期留学するためだ。

期間別に見る語学留学タイプ
２週～１ヶ月間の文化体験タイプ
夏休みや春休みなど決まった時期にしか休みがとれない人にとっては、1ヶ月ぐらいまでの短期留学を選択することになる。短期留学
は語学重視の留学というよりは、英語＋αコースのアクティビティを組み合わせたコースが多い。

通常午前中に英語の学習、午後にアクティビティなので文化を楽しみながら語学に入っていけることができる。体験留学や、いつもと
違った旅行を楽しみたいという人におすすめ。

３ヶ月～６ヶ月間の語学力UPタイプ
３ヶ月以上の期間を留学する人は、学生ビザ（F-1ビザ）が必要になる長期留学を選択することになる。このぐらいの期間だと、海外生
活にも慣れ、語学力も集中的にUPできる。私立の語学学校も大学付属の語学研修機関（ESLクラス）でも3ヵ月間ぐらいのコースが比

較的多く、英語が全く話せない人でも簡単な日常会話なら話せるようになる。また、留学の期間も延長することができる。集中的に語
学力をUPしたい人や、海外の大学に進学を考え中という人におすすめ。

１年以上の大学進学、キャリアUPタイプ
1年以上の語学留学に関しては、進学やキャリアアップなどの目的がある人におすすめする。英語が全く話せない人でもコミュニ
ティーカレッジや大学への進学が現実的に考えられるし、キャリアアップ目的の人でもTOEFL800点以上を目指せるため、英語を使う仕
事も十分にこなせるレベルになる。しかし、海外生活を送るだけでは語学力はつかないので、しっかりと英語と向き合うのがいいだろう。

TOEFLとは
TOEFL（Test of English as a Foreign Language ）は、アメリカ合衆国のNPOであるEducational Testing Service(ETS)が主催している外国語

としての英語のテストである。英語を母国語としない人を対象とした英語力判定テストで一般に北米のコミュニティーカレッジ、大学、大
学院などへ出願の際にスコア提出を求められる。点数は0～120で評価される。

現在のテスト形式は、2005年より開始されたiBT（Internet-Based Testing、TOEFL iBT）と呼ばれるComputer Based Testingである。学校に
よって様々であるが、一般的には４年制大学への出願であればTOEFL iBT61～80 (TOEFL PBT 500～550点)が規定とされていることが
多く、コミュニティーカレッジや専門学校などでは46～61 (TOEFL PBT 450～500点)、大学院レベルであれば80以上(TOEFL PBT 550点以
上)を求められる。
詳細はhttp:// www.ets.org/jp/toefl/ibt/about

TOEICとは
国際コミュニケーション英語能力テスト（Test of English for International Communication）、通称TOEIＣは、英語を母語としない者を対
象とした、英語によるコミュニケーション能力を検定するための試験である。試験問題は米国のETS（Educational Testing Service：教育
試験サービス）により作成される。世界約90カ国以上で実施され、日本国内においては160万人以上が受験している。入社条件として
スコアの規定を設ける企業なども多い。スコアに応じて、コミュニケーション能力のレベル(Proficiency Scale) がA, B, C, D, Eの5段階で評
価され、10〜990点が総合的なスコアとして認定される。

・ランクA 860点〜:Non-Nativeとして十分なコミュニケーションができる。
・ランクB 730点〜855点:どんな状況でも適切なコミュニケーションができる素地を備えている。
・ランクC 470点〜725点:日常生活のニーズを充足し、限定された範囲内では業務上のコミュニケーションができる。
・ランクD 220点〜465点:通常会話で最低限のコミュニケーションができる。
・ランクE 〜215点コミュニケーションができるまでに至っていない。
日本における試験の実施・運営は(財)国際ビジネスコミュニケーション協会TOEIC運営委員会が行っている。

留学に必要なテストについて知ろう

http://www.ets.org/jp/toefl/ibt/about


正規留学にチャレンジ

大学に入学するための資格と条件
大学に入学するために必要な資格は、高校を卒業している、又は卒業見込みや卒業と同等の証明が必要になる。
入学条件は各大学によって異なり、TOEFLなどの英語力判定試験テストのスコアや高校時代の学業成績（GPA）をクリアすることである。

４年制大学の特徴と一般的な入学資格
２年間の一般教養課程（必須科目）と２年間の専門課程（専攻）を修了することによって学位（学士、修士、博士号）を得ることができる。
一般的に入学条件としてTOEFL iBT61～80 (TOEFL PBT 500～550点)程度、GPAは2.0以上が必要。入学後、英語テストを受けるケース
が多く、英語力が不足しているときは、大学付属の語学研修機関（ESLクラス）に行くことを条件に許可する大学も多い。

コミュニティーカレッジの特徴と一般的な入学資格
コースは多伎にわたり、一般教養科目のコースがあるほか、職業訓練的なコースなどがあるので学位や称号もすべて異なる。一般教
養科目が中心で、規定単位を取得後、4年制大学へ編入する学生も多い。また、地域密着型の教育機関として幅広い年齢層が入学
している。TOEFLも過去の学業成績も問わない大学もあるが、一般的に入学条件としてTOEFL iBT46～61 (TOEFL PBT 450～500点)程度
が求められる。

専門学校の特徴と一般的な入学資格
専門学校卒業資格は学位ではなく、コースの修了書（certificate）を得ることができる。一般的に入学条件は高校卒業の学歴さえあれ
ば入学はできるがTOEFLスコアを求めるところもある。しかし、専門的なことを英語で学ぶので、ある程度の語学力がないと授業につい
ていかれない。学校によっては、ESLクラスもあり、専門コースとともに履修することもできる。

アメリカ大学の教育システムは日本と違いフレキシブル。
高校を卒業してすぐに留学する人の場合、語学力と高校時代の成績が基準に達しているかで通るルートが変わってくる。例えば４年
制大学が希望で語学力、成績ともに基準に達している場合は「直接入学」。成績は基準に達しているが語学力が足りない場合は「条
件付き入学」。＊指定の語学コースで語学力をつけるという条件で入学が認められるシステム。

また、語学力、成績ともに基準に達していない場合「語学学校」や「２年生大学」からスタートするルートがある。日本の大学に在学中
の場合でもいままで取得した単位を移行して編入することも可能だし、大学卒業した社会人でも専門課程からの編入も可能だ。

アメリカ大学の教育システム



留学費用の目安

費用
留学にかかる費用の中で大きな額を占めるものは授業料、滞在費、生活費。実際学校に通いはじめると、
交通費、授業の教材費などもかかる。また、留学前にかかる費用と留学中にかかる費用もどのくらい必要
になるのかおおよその検討と予算立てをしておくことは非常に大切なことである。

留学前にかかる費用
授業料、滞在費、航空運賃、海外留学生保険、諸手続き費用など
ь

留学中にかかる費用
交通費、食事・小遣いなど

留学費用の内訳
授業料

語学学校は１、２週間単位で金額が設定されている。長く行く場合は「長期割引」制度があることが多い。専門学校や大学は、単位ご
とに設定される。

教材費
語学学校や大学で使用するテキストなどの費用。授業料に含まれることもある。語学学校の相場は１冊2,000円前後だが、大学の場
合は１冊１万円近い場合もある。

滞在費
滞在方法は主にホームステイ、学生寮、アパート（シェアー含む）の3つ。ホームステイは光熱費込みでおよそ8万〜10万円。学生寮は
8万〜11万円。食事は含まれる場合もある。アパートは5万〜10万円。

航空運賃

直行便・経由便で金額は異なる。また、シーズンによっても大きく異なる。最近は格安航空券などもあるので、時期を考えれば安く行く
選択肢もある。

交通費
留学費用の中で見落としがちなのが、現地での交通費。学校や外出する際の主な移動手段としてバスや電車になる。およそ片道100
円前後。定期を購入する学生も多い。

Ḡ
必要経費と思って入って欲しいのが保険。アメリカの医療費はちょっとした診察でも10万円以上になるケースが多い。医療費以外にも
盗難など幅広く保証してくれるので安心。

諸手続き費用
海外送金手数料、VISA申請料、出願手続き料、入学費、現地サポート料、留学会社に依頼する費用など留学の準備や各手続きに必
要な費用。

食事・小遣い
ホームステイや学生寮なら食費はあまりかからない。1ヶ月で3万円くらいを目安に。小遣いに関しては個人によるが、3万〜5万円くら
いを目安に。



学校選びのポイントを整理

自分の目的にあう学校を探す語学留学を成功させるには自分にあった学校を選ぶこと。多くの
語学学校の中から、最終的な出願校を選ぶポイントは、地域はどこがいいか、何が目的で留学
するのか、予算はいくらまでか、期間はどのくらいかなど、それぞれの必要なポイントの中で
優先順位をつけてみること。そうすることによって希望する学校が少しずつ絞り込まれてくるはず。

1： 地域をチェック
人気のあるのが、ロサンゼルス、ニューヨークへの留学だが、はっきり決まっていない場合は、
各地域の特徴をまず調べてみよう。同じ国でも地域によって、言い回しやアクセントが多少
違ったり、授業料、生活費、生活スタイルなどに大きな違いがある。自分の目的と予算に大き
くかかわってくるのが、地域選びである。

2： 運営形態をチェック
語学学校の運営形態については、大きく分けて以下の2つに大別される。
1. 大学付属英語学校（コミュニティーカレッジを含む）
2. 私立語学学校

3： 教育団体の加盟校になっているかをチェック
大学付属の英語コースや私立の英語学校は語学教育団体に加盟しているケースが多く、これにより教育の質とサービスの向上を計

ろうとする傾向がある。教育団体の基準は様々であるが、優良校を見分ける１つの判断材料にもなる。もちろん教育団体には属して
いないが優良とされる学校もいくつかある。

例
・BPPE (Bureau for Private Postsecondary Education) 私立高等教育･職業教育局
・ACCET (the Accrediting Council for Continuing Education & Training) 継続教育および教育のための基準認定評議会
・NAFSA (National Association of Foreign Student Affairs) 全米留学生アドバイザー協会
・AAIEP (American Association of Intensive English Programs) アメリカ英語集中プログラム協会
・TESOL (Teachers of English to Speakers of Other Languages) 英語教師協会

4： 語学学校の規模と学生数をチェック
学校規模も重要な要素の一つだ。学生数が数十人という小規模なものから数百人が学ぶ大規模なものまでである。大規模学校では
学生数が多い為、英語レベルが細分化されクラス編成をしているのでより微妙に違う英語レベルを分けることが可能になる。また、大
きな利点は同レベルの学生が多ければ前述の国籍バランスを調整することができる。

また、学校にとって、学生数が多くなれば学校の設備やサービスも充実することができ、さらに快適な学校づくりをすることが可能にな
る。一方小規模な学校では開講されるコースに制限があるものの、クラスは少人数制で教師と学生との身近なコミュニケーションや家
庭的な温かさを感じることができる。

5： 授業数とレッスン内容をチェック
受講するコースの授業数やレッスン内容を確認。もっとも一般的なコースであるＥＳＬコースでは週１８時間～２０時間くらい。ＥＳＬ集中
コースでは週２０時間～３０時間くらいなど、受講するコースや学校によって様々である。週１８時間のコースでは月曜日～金曜日に３.
６時間のレッスンを受けることになり、週３０時間コースでは１日６時間の受講となる。

通常語学学校では午前中にＥＳＬコース中心のコースがあり、午後にＴＯＥＦＬやＴＯＥＩＣ、ビジネス英語、アクティビティーなど＋＠の

コースがある。これらのコースを選択して組み合わせていく学生も少なくない。どのくらいの授業数とレッスン内容が自分に合っている
かは目的や生活スタイルによって受講しよう。

6： 入学時期と期間をチェック
私立の語学学校の場合は、毎週月曜日か月始めに入学するケースが多くあまり問題はないと思われる、大学付属の語学学校の場
合は、３カ月ごと（春学期・夏学期・秋学期・冬学期）には入学できるケースが多いのであらかじめスケジュールを決めておきたい。

7： 入学条件をチェック
大学付属の語学学校も私立の語学学校でも入学資格は特別に設けていないため誰でも入ることができる。しかし、一部の学校やビジ
ネス英語コース、TＴＯＥＦＬコース、ＴＯＥＩＣコースなどによっては一定以上の英語力やＴＯＥＦＬスコアが問われるので注意が必要。

また、多くのコースは１８歳以上とされているため、１８歳未満で留学しようとする場合や授業数によってビザの有無など違ってくるため
注意しよう。



8： 予算をチェック
1年間総費用の目安として、語学学校なら280万〜340万円。6ヶ月なら150万〜180万円。3ヶ月なら85万〜105万円必要になる。これ
らの目安はすべての授業料、滞在費、空港運賃、海外留学生保険、お小遣いなどを含むトータルの留学費用だ。

9： 滞在方法と滞在施設をチェック
海外で生活する場合、主に３つの滞在方法がある。ホームステイ、アパート、学生寮。滞在方法は生活のベースであるため、留学生
活を大きく左右する大切な要素なので、自分にあった滞在方法を見つけてほしい。

ホームステイや学生寮の場合は語学学校の入学願書といっしょにAccommodation（宿泊施設）の申し込み用紙も入っている場合が多
いので、学校にお願いすることができる。

アパートに関しては日本にいながら物件を探したり契約するというのは難しいので、渡米後に探すのが一般的だ。

10： 留学生受け入れ体制をチェック
ほとんどの学校には、留学生アドバイザーがおり、留学生の入学窓口や生活アドバイス、進学カウンセリングなどをおこなっている。
一般的に、歴史の長い学校は情報の蓄積も多く、いろいろな疑問に柔軟に対応してくれる。

また、大都市の語学学校では日本人のアドバイザーがいるので、日本語で対応してくれるケースがある。

11： 進学カウンセリングの充実度をチェック
コミュニティーカレッジや大学進学を考える人は進学カウンセリングの充実した学校をおすすめする。大学付属の学校の場合、進学が
しやすいようサポートしてくれたり、過去の様々な情報から細かいアドバイスが得られることが多い。

私立の語学学校の場合は進学希望者のためにどういったサービスや提携カレッジや大学があるのか、下記チェック項目に優先順位
をつけて、自分の目的にあう学校を見つけよう。

チェック項目 優先順位

地域

運営形態 □大学付属英語学校 □私立語学学校

教育団体の加盟校 □BPPE □ACCET□NAFSA □AAIEP □TESOL 

語学学校の規模と学生数

授業数とレッスン内容

入学時期と期間

入学条件

予算

滞在方法と滞在施設 □ホームステイ □アパート □学生寮

留学生受け入れ体制

カウンセリングの充実



滞在施設

海外で生活する場合、主に３つの滞在方法がある。ホームステイ、アパート、学生寮。滞在方法は生活のベースであるため、留学生
活を大きく左右する大切な要素なので、自分にあった滞在方法を見つけてほしい。

ホームステイや学生寮の場合は語学学校の入学願書といっしょにAccommodation（宿泊施設）の申し込み用紙も入っている場合が多
いので、学校にお願いすることができる。アパートに関しては日本にいながら物件を探したり契約するというのは難しいので、渡米後
に探すのが一般的だ。

寮とホームステイ、滞在費はどちらがお得？
地域や学校の運営方法によって異なるが、費用は学生寮もホームステイもあまり変わらない。食事の有無、１人部屋か２人部屋など
でもかなり料金が異なる。

例えばロサンゼルスにある語学学校Language Systems Internationalの滞在方法だと
・ホームステイ、１人部屋：1000ドル/４週間（食事あり、朝・夜２食）
・学生寮、１人部屋：850ドル/４週間（食事なし）
・学生寮、２人部屋：700ドル/４週間（食事なし）
・学生寮、４人部屋：500ドル/４週間（食事なし）

１人部屋で考えるとホームステイは2食付で、「お得感」ではホームステイに軍配が上がる。

あとはそれぞれのメリット・デメリットを理解したうえで、留学の目的や自身の性格等をも考慮する必要がある。

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・

ホームステイ
ホームステイとは、現地の一般家庭の中で家族の一員として生活をともにし生活体験をすること。

ホームステイ生活の様子、実情
通常ファミリー内の一室を1人で利用し、キッチンやバスルームなどは家族といっしょに使う。食事は
家族といっしょに食べ、家族の一員として生活する場合が多い。お客気分でいると後々トラブルにも
なるので、積極的にお手伝いなどするほうがよい。

メリット・デメリット
メリット
・現地の人と一緒に生活することで、文化やライフスタイルを体験することができる。
・日常英語との密着度が高いため、特に日常英会話の習得も自然と早くなる。
デメリット
・ファミリーのルールに従い生活しなければならない。

ホームステイの食事
ホームステイ先にもよるが、朝はジュースとシリアルなど手軽なものが多い。夜は脂っこいものが多くなりがち。また、同じアメリカ人で
も欧米系・韓国系・ラテン系などでも主食（パン、コメ、マメなど）が違うケースが多い。
はじめに自分の好みや、アレルギーなどを知らせておくとよい。

ステイ先での注意すべき点
他人の家で生活するには、自分勝手なことはできない。まずはファミリールールを聞くとよい。不満や納得のいかないことがあれば、
話し合いの場を持つなどして自分から歩み寄るように心がけよう。
また、日本で普通にしていたことでも、海外では非常識ととられることもあるので注意。たとえば、部屋のドアを閉めておくと、コミュニ
ケーションを取りたくないと思われてしまうので要注意。閉めるのは着替えるときや、就寝のときだけにするほうがよい。

こんな人に向いている
外国文化やライフスタイルに興味があり柔軟性がある人。どこでも、誰とでもうまくやっていけるという人。



学生寮
通常、語学学校には学生寮があり、その学校の生徒であれば難しい書類や手続きがな
く入ることができる。大学付属の学生寮の場合はキャンパス内もしくは学校近くにあ
るケースが多い。私立の学生寮の場合は、外部に委託していたり、学校から少し離れ
ているケースもある。

寮生活の様子、実情
学生寮では２人部屋が一般的。割増の料金を払って一人部屋にできる場合もある。
部屋内には机やベッドがあり、普通に生活するものは用意されている。日本のように
男子寮や女子寮といった区別がなく、同じ階に異性の部屋が混合するところもある。
気になる方は申込時に学校へ聞いた方がよい。

メリット・デメリット
メリット
・同年代の多くの人と交流できる。
・寮内には他の国からきた留学生や現地の学生もいるため、異文化交流もさかん。
デメリット
・２人部屋の場合、プライバシーの確保が難しい。
・シャワーやランドリーの数に限りがあるので、込み合うことがある。
・多くの人が出入りするため、貴重品などの管理は常に必要。

寮の食事
学生寮により様々だが、一般的に「寮の人が作る」「外部に委託して持ってくる」「自炊」の何れかだ。大学内の学生寮の場合はカフェ
テリアで食事ることができる。

寮生活での注意すべき点
二人部屋の場合は、相手を気遣うように心がけよう。相手の生活リズムなど聞きルールを作るのもよい。また寮生活が楽しく羽目をは
ずしすぎる人もいるので注意。メリハリをつけた生活を心がけたい。

こんな人に向いている
社交的で、誰とでもうまくやっていけるという人。自分の意思表示ができる人。

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・

アパート
アパートの情報は語学学校の掲示板、スーパー、ホームページなどで簡単に見つけることができる。借主になる場合は社会保障番号
（Social Security number）がないと契約できないケースが多い。しかし、保証金を多く支払うことで契約できる場合もあるので見学時に
聞くこと。また、学校内でもアパートをシェアしていっしょに暮らしている人が多いので、情報収集してみるのもよい。
短期で留学する場合は難しい。期間は最長で３ヶ月しかいられないからだ。通常アパート契約は最低でも６ヶ月の契約を結ばなくては
成らない上、数ページにも及ぶ、英語の契約書にサインをしなくてはならない。また、必要書類が用意できないケースがほとんどだ。
契約でる場合は書類によく目を通すこと。

日本のアパートと違う点
日本のように敷金、礼金といったシステムは基本的にはない。入居時に１～２ヶ月分ぐらいの保証金が必要。

アパート選びの注意点
全て英語で契約をするので、十分な語学力が必要。自信がなければ、信用できる現地の人や英語が堪能な日本人に、いっしょに契
約時はいてもうらうようにしたい。また、治安の悪い地域はさけ、セキュリティーのしっかりしたアパートを選ぶように心がけること。

こんな人に向いている
一人で暮らしても大丈夫という自信がある人。とにかく自由に生活したい人。
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